


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A 5年 2年 2 5 7 10 4
（機械6＋中間生産
物1）
B 2ケ月 3ケ月 3 2 7．5 6 9
（新品3＋中古1．5＋
中間生産物3）
　この表をみればわかるように，TF／T、は，ラインあたりの機械・工具数（常時そな
えつけ個数）とライン数の比に等しい。そして，TFごとのフローの前貸資本に対する甥も嘉蕪誌勤議警雛熱瀦翻晩
とにb個の機械工具を，年齢順にそろえて配置することなのである。また，Bの場合，
Tuあたりのフローと時点ごとの前貸価値の比率（9／7，5）は，資本を3／2（一n）に分
害ljし塒の。k’，・等し・・つまり，・捌腱続化・の視点から・えば，・イ・3
に，それぞれ機械・工具を2配置するのが，3／2のラインを建設することの意昧であ
る。
　以上，本文での関係は，T，とTuが整数比にならない場合でも成立可能であること
がわかっただけでなく，「並列的・連続的生産」と「連続的更新」の関係も明らかにな
ったQ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）れる価値形成一還流過程の関係に注目しながら考察した。既に多くの人によ
って指摘されてきた事柄にしたがってマルクスを僅か一歩前進させただけの
ここでの資本の取扱い方は，森嶋〔森嶋：196頁〕のいう，通常の新古典派的
方法であって，紙上の計算（価値回転）と現実の資本諸成分の回転一再生産の
対応を求めていけばいくほど自らの制約を厳しくするものであったかもしれ
ない。本節で論じられたような，遊休貨幣を極小化する回転方式は，一種の
ステディ・ステイトを前提する資本家にとってのユートピアにすぎないが，
それでもこれを実現しようとする志向は資本に内在しているのであり，その
意味で基準的な関係とみなしうるのである。私達は，すでに連続投入一連続
産出という生産構造に到達しているが，それに対してはいくつかの提案がな
されている。〔森嶋，Hicks〕しカ・し，そうした代替的な取扱い方の政治経済
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
学的インプリケーションはまだ十分に明らかになっていない。
　最後に述べておかなければならないことは，個別資本の回転の分析に課題
を限定した本節では，個別資本の範囲をこえた資本の社会的存在形態にはま
ったく立ち入っていない。資本は，個別資本としては，本質的には「過程す
る資本価値」であり，一時点をとってみれば，どのような資財（ストック）
に体現されている場合でも，観念的あるいは現実的な貨幣（資本）なのであ
る。この資本の支配＝実現する生産＝流通過程が，どのような社会的＝＝物質
的基礎の上にあるかについては，次節以下で考察することにしたい。
（20＞マルクスの流動資本・固定資本把握の原型がどのようなものであったかについては，
　川本が本稿の論述ともかかわる解明をおこなっている。
（21）von　Neumann型の方法である。「総回転」の式の解釈において私達は，ようやくそ
　の入口がのぞめるところにまで到達したのかもしれない。「しかしながら，この方法
　が駆使する諸範疇は経済学的な範曝であるとは考えにくいから，その命題を経済学的
　に意味のあるものにするためには解釈が必要である。」Hicks：7頁は，こう述べて
　「極端な分解」のノイマン型に対する「（垂直的な）総合の極端」を「新オーストリア
　理論」として提供する。
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